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公共下水道維持管理包括的民間委託業務公募型プロポーザル審査結果について 

 

公共下水道維持管理包括的民間委託業務公募型プロポーザル選定委員員会において、

技術提案書、プレゼンテーション・ヒアリングにより総合的な審査を行った結果、以下

のとおり優先交渉権者を選定しました。 

 

１ 優先交渉権者 

（１） 名称 

エステム・鳳・西原共同企業体 

（２） 評価ポイント 

業務計画の項目については、14年間の受託で蓄積した技術的優位性を生かし

た安定運転への取り組みや、施設の適正な維持管理計画の提案が評価された。 

緊急対応の項目については、田原市内の業者の参加、各浄化センターへ 30分

以内に複数人が到着できる体制の確保、県内外の拠点及びグループ会社や協力

会社との連携が高く評価された。 

提案価格積算の基本的な考え方については、最終的な提案価格が提案上限額

とほぼ同額であったため、低い評価となった。 

なお、三河湾の漁業生産に必要な栄養塩類の不足が社会問題となっている中、

栄養塩類管理運転について柔軟に対応する提案もなされた。 

 

２ 審査結果 

 

 



２ 

 

３ 選定委員会委員の構成 

 役職名及び氏名 選定理由等 

委員長 上下水道部長     村上 知成 事業所管の部長 

委員 企画部次長兼企画課長 平井 堅一郎 企画所管の次長兼課長 

委員 総務部次長兼財政課長 松井 茂明 財政所管の次長兼課長 

委員 環境政策課長     宮本 実佳 環境政策所管の課長 

委員 下水道課長      平井 康友 事業所管の課長 

委員 日本下水道事業団   山本 純 外部有識者 

 


